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ハリケーン・ハービィーが示唆する
これからの水防災の方向性：

Resilienceの向上

• そのためには３つの方向性が重要

• 長期的な視野に立って（Long-term）

• 包括的に（Integrated: holistic approach）

• 現実的に

（Realistic：different level of mitigation/preparedness mix）

• 我が国の「避難」の混乱を乗り越える視座

• 短期的・断片的・教条的



©Haruo Hayashi 2020 3

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/bosai/alertlevel.html
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レベル化された警報による「避難」の混乱
7月：多数の市民に対して避難指示、避難者が少ない

10月：多数の市民が避難所に来て、避難者を収容しきれない

「避難」という言葉の多義性が混乱の原因
https://www9.nhk.or.jp/nw9/digest/2019/10/1029.html
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避難

Evacuation

（疏散撤離）

Sheltering

（避難所）

暗黙の前提：“Evacuation to Shelters”を「避難」

生存避難・e避難 生活避難・s避難
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災害対策基本法における避難の整理(2013)
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http://www.bousai.go.jp/oukyu/hinankankoku/h30_hinankankoku_guideline
/index.html

http://www.bousai.go.jp/oukyu/hinankankoku/h30_hinankankoku_guideline
/pdf/level4.pdf
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安全確保
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http://www.bousai.go.jp/oukyu/hinankankoku/h30_hinankankoku_guideline/index.html
https://www.gov-online.go.jp/useful/article/201906/2.html
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安全行動の
確認

（気象庁が発表）

安全行動の
開始

（市町村が発表）

安全行動の
完了

（市町村が発表）

安全確保

安全確保
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http://www.bousai.go.jp/oukyu/hinankankoku/h30_hinankankoku_guideline/index.html
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http://www.bousai.go.jp/oukyu/hinankankoku/h30_hinankankoku_guideline/pdf/keikai_level_chirashi.pdf
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http://www.bousai.go.jp/oukyu/hinankankoku/h30_hinankankoku_guideline/pdf/keikai_level_chirashi.pdf
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河川の氾濫に備えて避難を考えると
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河川の氾濫に備えて

平時にすること（Notification：ISO22322）

• 自分が住んでいるところがどこまで浸水するかをハザード
マップで調べる

• 予想される浸水深のところに、浸水深シールをはる。
• 「大雨が降れば、ここまで浸水する可能性がある、過去にこ

こまで浸水した事実がある」ことをいつも気にする

• 「いざとなったとき、どう行動するか」を決めておく。
• 浸水深が3メートルを超えるならば、早めに避難所に移動す

る
• 浸水深が50cmから3メートルならば、2階に移動する
• 浸水深が50㎝以下ならば、移動しない

• 決めた行動を実行するために必要な備えをする

• 被害を少しでも少なくする努力をする
• 大切なものを、浸水深シールの高さよりも高いところに移す
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河川の氾濫に備えて

大雨が降り始めたらすること

（Alert：ISO22322）

• 警報に注意する
• 警報は台風の進路、住んでいるところや上流の

雨の降り方、川の水位をもとに決定されます

• 警報がレベル３になったり、心配な人は、あ
らかじめ決めた行動を開始する。

• 警報がレベル４になるまでに、行動を完了し
ている。

• その後の雨の降り方に注意しながら、様子を
見る。
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